地域が見える・分かる事例検討会　　　　　　　　　
～地域を意識した利用者支援を考える、認知症支援事例をとおして～



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


申込み先　　　  FAX　025‐281‐5504
お問い合わせ　　TEL　025‐281‐5502
インターネットからも申込み可能　⇒『公益社団法人　新潟県社会福祉士会』検索！
 研修会参加申込書

	1 氏　名
	

	所属先
	

	連絡先
	電話（本人・所属先）


	
	ＦＡＸ

	参加区分
	□新潟県社会福祉士会会員（会員番号　　　　　）
□新潟県介護支援専門員協会会員（会員番号　　　　　）□非会員（　□福祉関係者　□一般　　）

	懇親会の

出欠席
	出席　　・　　欠席　　（どちらかに○）

	2 氏　名
	

	所属先
	

	連絡先
	電話（本人・所属先）


	
	ＦＡＸ

	参加区分
	□社会福祉士会会員（会員番号　　　　　）
□新潟県介護支援専門員協会会員（会員番号　　　　　）
□非会員（　□福祉関係者　□一般　　）

	懇親会の

出欠席
	出席　　・　　欠席　　（どちらかに○）



＊申込期限に関わらず、定員に達し次第、締め切りとさせていただきます。受講決定通知等は発行せず、定員超過により
参加をお断りする場合のみ、ご連絡させていただきます。
申込締切日：令和元年1１月15日（金）
もっと





新潟県社会福祉士会高齢者支援班　新潟県介護支援専門員協会


　　共催研修会








「地域課題を把握して…」「資源の構築を…」研修会でよく指導を受けるフレーズがありますが、実際、持ち帰って地域現場で実践できていますか？地域を理解し実践することは簡単ではなく、一専門職・機関単体では困難であり連携が不可欠です。


さて今回は認知症事例をもとに地域を巻き込んだ支援をディスカッションしてみたいと思います。単なる紙面上の検討ではなく、より地域が見えてくる事例検討会にするためには多職種の多機関の相談援助職の皆さんのご参加が必要です。お互いの職域に留まらない、相談援助実践を高め合えるような機会にしてみませんか？


なお講評の際には助言者より事例から読み取る利用者やその関係者、地域への関わり、捉え方のポイント等、地域で暮らす要介護者への支援を解説して頂きます。





１．日　時：令和元年11月3０日（土）　１４：００～１６：3０（１３：３０～受付）


２．会　場：新発田ボランティアセンター　２階　第１会議室


　　　　　　（新発田市本町４丁目１６番８３号　　☎０２５４－２３－１０００）


３．主　催：公益社団法人　新潟県社会福祉士会（会員活動部　高齢者支援班　下越地区）


　　　　　　一般社団法人　新潟県介護支援専門員協会　（第1ブロック）　


４．対象者：社会福祉士、介護支援専門員、


他福祉関係者の方（会員・非会員問わず）　　定員　40名　


５．参加費：○社会福祉士会会員、介護支援専門員協会会員　無料　　○非会員　５００円


６．内　容　　　　　　　　　　　


◎グループワークによる事例検討および発表　※途中休憩を挟みます。　14：00～16：00


事例提供：居宅介護支援事業所　マチュアハウス中条　


　　　主任介護支援専門員　石黒　一彦　様





◎事例について講評・助言　　　　　　　　　　　　　　　　　16：00～16：2０


◆ちゅーりっぷ苑　　　　副苑長　　社会福祉士　　　新野　直紀　様


◆聖籠町社会福祉協議会　生活支援コーディネーター　宮下　美知子


（新潟県社会福祉士会高齢者支援班下越地区運営委員）


◎質疑応答～閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～16：30








◎











７．申込み：裏面の申込書に必要事項をご記入の


うえ、FAXでお申込みいただくか


もしくは新潟県社会福祉士会HPから


お申込みください。








平成30年度も当共催研修会を2回行いました。施設や居宅の介護支援専門員、相談員、包括職員、病院ソーシャルワーカー、障がい者支援事業所職員etc下越・新潟地区から多数ご参加いただきました。





懇　親　会　の　ご　案　内


研修終了後、新発田駅周辺で懇親会を計画しております。研修会では、話せなかった日常の困りごとや情報提供、講師への質問などこの機会に話し合いませんか。


会場：和食　鮨ながしま　（新発田駅前）会費5000円




















